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環境ニュースレター 新春号

明けましておめでとうございます
理事 塩野 勝

ICPPリポートコミュニケーター 理事 渡辺 雄一

皆様には期待を膨らせて、新春を迎えられた事とお
喜び申し上げます。松の内をすぎてこのようなご挨拶
を申し上げるのは、今年の新春号の発行が 1ヶ月近く
遅れてしまったことが、原因です。

これまで、私一人でＮＯＷの編集にあたってきまし

たが、昨年末に体調を壊して２ヶ月あまり入院生活を
送ったために、発行を遅らせる事になってしまいまし
た。

予想もしていなかった事態が起こってしまって、発
行を心待ちにされていた方々には、誠に申し分けなく
思っております。 今後この様な事が無い様に対策を

採りますので、お許し下さい。

さて、昨年のことを振り返ってみますと、パリ
で開かれていた国連の気候変動会議〔COP21〕が、
COP3(京都会議）での議定書以来、はじめて先進国
のみが負っていた温室効果ガス削減の義務を世界

各国が分担する事になった事です。
日本は、2030年度に 13年度比 26％削減を表明

しました。
また、一方では 2人の日本人が、医学生理学賞

と物理学賞のそれぞれで昨年のノーベル賞を受賞
しました。

いつも当会の竹重理事長が理科教室で云ってい
る「ノーベル賞をめざせ。」という言葉が、真実味
を帯びて来たようです。

昨年 10 月 19 日、兵庫県温暖化対策課から「IPCC リポートコミュニケータ―」に関するメールを受け取りまし

た。宛先は温暖化防止活動推進員です。内容は、環境省が IPCC（気候変動に関する政府間パネル）第５次評価報

告書（以下 AR５）で示された気候変動に関する最新の知識を、広く国民の皆さまに伝えるために、"IPCC リポート

コミュニケーター"を養成し、各種メディアや地域セミナー、企業・団体での活動を通じて国民の皆さまの気候変

動への理解を促し、低炭素社会にふさわしいライフスタイルへの変化を働きかけているということで、興味のある

人は養成事業に参加してはということでした。AR５の内容を是非皆さんに広く伝えたいという環境省の政策の一つ

かと思います。私も参加しました。

一方、2015年 12 月 13 日、パリで開かれていた COP21 が閉幕し、2020 年以降の温暖化防止に関する合意が成立

しました。京都議定書以後の温室効果ガス削減の数値目標が示され、21 世紀末までに産業革命以後の気温上昇を

2℃以内―出来れば 1.5℃―に止めることを宣言しました。前述した AR５でも 2℃以内というシナリオを目標とし

た記述がたくさんみられます。IPCCリポートコミュニケータ―には目標 2℃に至った経過―自然科学的根拠、温暖

化の影響と適応策、温暖化ガス排出緩和策―を皆さんに理解していただくための啓発活動が要求されています。

日本の温室効果ガス削減量に対しては意見がいろいろありますが、2℃という目標を達成するためには少なくとも

今世紀末の世界の温室効果ガス排出量は０乃至マイナスとしなければならないというのが AR５の主張です。その

過程で各国のエネルギーミックスがどのようなものであるかが興味あるところです。特に石炭の使用についての批

判と、原子力に対する考え方および再生可能エネルギーの普及が中心課題だと思います。

もし現時点で何も対策を講じなかったとしたら、

2100 年のある日の天気予報は図のように猛暑日

をはるかに超えた気温を示すかもしれないと、

IPCC リポートコミュニケータ―は解説します。

異常気象、作物収量、海面上昇、生態系への

後戻りできない影響がでてきます。２℃上昇

までに残されている二酸化炭素総排出量は約

１兆トンといわれています。ここ数年の排出

傾向が続くと仮定すると、あと 30 年で二酸

化炭素を排出できなくなります。待ったなし

という実感が沸いてきませんか？

発行者 NPO環境２１の会

理事長 竹重 勳

明石市松が丘３丁目８番５号

発 行 年４回
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環境ニュースレター ＮＯＷ （38号） ２０１６年２月 （２）

ＮＰＯ法人環境 21の会の歩み（９） ２０１５年１０月～１２月までの活動実績

理事長 竹重 勲 1) 明石まちの寺子屋本校

ＣＯＰ３からＣＯＰ２１への活動
ＣＯＰ３を契機に、兵庫県の 21世紀学会で三木市の

みずほ農園やコープの共同学苑のグランドで循環型の
農業、ケナフ炭焼き等を実施していたメンバーが、葛
西さん、庄司さんの発案で任意団体「環境２１の会」

と命名し、その後、塩野理事長の下にＮＰＯとして登
録して、明舞団地の屋根一体型太陽光発電を設置した
木造平屋に事務所をおいて、環境活動を始めた。

そして地球温暖化防止の趣旨に従い、省エネ・自然
エネルギー推進の実践活動の普及に努めてきた。
これらの活動は平成 27年 10月 17日兵庫県自治学会

で発表し、11月 9日には、その後、まちの寺子屋とし
て使っていた事務所で県立大経済学部の学生に話した。
また、12月 6日には朝霧コミセンの高齢者大学で話し
ている。

反応はいろいろで、自治学会では興味があり面白い
研究だが数値的なことがない。活動は地域に絞るべき

だ等厳しいものであったが、経済学部の学生は、寺子
屋の太陽光発電、独立電源を活用した水溶液栽培、フ
レネルレンズや炭の各種実験、塩分・糖分の実験等と
あわせたものであったので、皆さんの関心を引いた。
高齢者大学では、健康寿命に関することも加えたが、

早速事務所の見学に来る人もいた。

ＣＯＰ２１に際し、当会は、年末から年始にかけて
入院している人が 4名となった。現在、東播磨の消費
生活センターとタイアップし「適正な塩分・糖分と炭
を利用した健康で環境に優しい食生活」による健康寿
命を延ばす活動を実施しているが、環境 21の会の各メ
ンバーが、如何に健康寿命を延ばすかが大きな課題と

なっている。
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環境ニユースレター ＮＯＷ （３8号） ２０１6年 2月 （３）

今回はエネルギーの問題です。３択で答えてください。

Ｑ１．自然エネルギーや今までのエネルギーを組み合わせて安定的に電気を供給することを「電気のベスト

○○○○」と言います。○○○○に当てはまる言葉は？

Ａ１．１．ミックス ２．エネルギー ３．サプライ
Ｑ２．発電時にＣＯ２を出さない発電方法はどれですか？
Ａ２．１．石油火力発電 ２．石炭火力発電 ３．原子力発電
Ｑ３．１．空気の熱でお湯を沸かすＣＯ２の排出量が少ない給湯器に使われている技術は？
Ａ３．１．ヒートポンプ ２．ヒートエンジン ３．空気ポンプ

Ｑ４．移動によるＣＯ２の排出量を減らすため、中心部に施設を集めた町を何といいますか？
Ａ４．１．コンパクトシティー ２．マイクログリッド ３．インパクトシティー
Ｑ５．ＣＯ２の排出量が少ない社会をなんというか？
Ａ５．１．低水素社会 ２．炭素化社会 ３．低炭素社会

正解 Ｑ１．１ Ｑ２．３ Ｑ３． １ Ｑ４．２ Ｑ５．３

漢字一文字「安」に思う。

理事 松本 弘

昨年の漢字一文字は「安」でした。「安」の文字は一般には「安全・安心」をイメージしますが、最近は「不安」

の「安」のイメージが強いのではないでしょうか？

テロや戦争の恐怖、異常気象などの地球温暖化、経済界においても円安や株価の変動など、「不安」要素は

たくさんあります。昨年末にパリで開催されたＣＯＰ２１では地球温暖化防止の枠組みが採択されました。温暖

化による温度上昇を 2度以内に抑え、1.5 度を努力目標とし、今世紀後半には温室効果ガスの排出をゼロに

するというのです。これで温暖化問題は安心できますか？

本当に 2 度以内に抑えることができるのか、という「不安」です。さらに温度上昇を 2 度以内に抑えたとしても、

私たちの暮らしはどのようになるのでしょうか。不安だらけです。日本は２０３０年までに１３年度比で２６％削減

すると発表しています。この目標のためには家庭から出る二酸化炭素の排出量を４０％削減するとしています

が、しかし排出量を減らすだけでなく森林を育て、植物を活性化して二酸化炭素をなくする努力をしなければ

なりません。

私たちは地球温暖化防止活動推進員として、今年も精いっぱい頑張って温暖化防止に寄与で

きるよう にしていきたいと思っています。
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東播磨県民局でのダンロップ環境教室

長年実施している太陽光発電フェアを今回はダ
ンロップ環境教室として、12月 12日に実施した。

当日は、午前は親子 19組、午後は親子 14組が
参加。まず温暖化の現状と太陽光発電の活用実践
の学習の後、ソーラーカーの工作をして、走行テ
ストまで実施し、全員が完成・完走させた。

松が丘グレースハウスでの環境教室
松が丘まちの寺子屋のすぐ近くにある空家を神

陵台の多聞福音教会が、借用して、広い庭園を利用
して集会をしているが、将来は、宗教とは関係なく
大人と子どもの理科教室を計画しており、当会も賛

同して協力する事にした。第１回目として 10月 15
日と 17日に炭の活用実験を行い、炭火を起こして、
さつま芋を焼いて食べたほか、炭の効用について話
した。

今年の新春号は、内容がたくさんあり、入りきれな

いため、何枚かの写真は次号に回す事にしましたの
で、ご了承下さい。
また、毎号に乗せている会員募集広告も今月号では
割愛しましたが、募集は続けていますので、志のあ
る方は積極的にご応募下さい。

洲本まちの寺子屋分校でのケナフの収穫
11月 28日に、第１回ケナフ刈り取りと、竹炭の切断、

煮沸、袋詰めなどの作業を実施した。各グループか
ら多数の参加者があり、大いに仕事がはかどった。

松が丘小学校コミセンで冬休み理科教室を開催
12月 25日・ 28日の両日、冬休み理科教室を開催し
塩分と糖分の実験後、「いも焼き」と「もち焼き」

を行って、炭の素晴らしさを体験させた。これには
いろんなグループが視察・応援に駆けつけてくれた。

春 ま で の ス ケ ジ ュ ー ル

毎週火・木は明舞センターフリースポット（分室）で啓発と交流

１月

１月４日 （月）明石市新年会（啓発と交流）
１月６日 （水）環境２１の会理事会例会（事業計画）
１月７日 （木）明舞プラザビル（活動拠点検討）
１月１０日（日）明舞餅つき大会（炭と食のフエスター）
１月１６日（土）播磨町いきいき理科工作（コイルモーター）
１月１７日（日）赤穂市ダンロップ環境学習（森林・炭）

１月２１日（木）産業振興センター（水養栽培プレゼン）
１月２１日（木）明舞プラザビル（活動グループの協業）
１月２３日（土）宮水ジュニア、神原公民館（ケナフ）
１月２４日（日）五色町（ケナフ刈り取り、炭焼き準備）
１月２６日（火）竜野市商品テスト（紫外線）
１月２６日（火）明舞寺子屋（県民生活課活動視察）

２月
２月３日 （水）環境２１の会理事会例会（事業計画）
２月４日 （木）勤労会館（温暖化防止関西合同）
２月６日 （土）宮水ジュニア、神原公民館（風力）
２月１１日（木）播磨町いきいき理科工作（森林炭餅焼き）
２月２０日（土）宮水ジュニア、神原公民館（コイルモーター）

2月２７日（土）西脇市商品テスト（温暖化防止展示）
3月
3月 2日 （水）環境２１の会理事会例会（事業計画）
3月５日 （土）宮水ジュニア、神原公民館（森林炭餅）
3月５日 （土）播磨町いきいき理科工作（ポスター教材展示）
3月 6日 （日）県立大（環境教育学会展示発表）（予定）

3月 6日 （日）宮水まつり（展示）（予定）
3月 1２日（土）播磨町いきいき理科工作（活動啓発 閉講式）
3月 1３日（日）明舞スプリングコンサート（展示 啓発）

2015年 10月～12月の活動記録

健康で環境に優しい食のフェスタ

10月 24日、25日の催しに続いて、12
月 6日には、NPO明舞ひまわりと協働
で、試食をかねた「健康で環境に優し
い食のフェスタを開催した。会場は明

舞コミュニティ交流ゾーンと松が丘
ビル内の「明舞ひまわり」行った。ひ
まわりの入江、井上、大石の３講師が
講話をしたあと、炭火で炊いた黒豆御
飯、野菜たっぷりスープ、鯛のマリネ
を試食してもらい、適当な塩分と糖分

を味わってもらった。参加者は約 50
名だった。塩分・糖分の計測実験や各
種炭の電導度実験も経験し、最後に消
費者トラブル防止についての啓発も
行った。それらの催しの計画や内容に
ついて、12月 3日に近畿地方整備局か

ら、当会とひまわりに調査があったが、
種々の実験器具や展示物などを見て
もらった後、ひまわりとの協働内容を
説明し理解してもらった。

近畿地方整備局の調査に説明する入江さん

編集後記

巻頭でお断りしましたように、今年の新春号
の発行がおくれましたことを、お詫びし、毎

号を楽しみにされていた方々にお許しをお願
いします。また、このようなことの無い様に
体制を整えていく積もりです。


